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論　　文　　の　　要　　旨

　真空紫外光を分子に照射するときヨ分子が電子を放出して分子イオンとなるのが光電離過程であ

るが争照射光の波長が短くなるに従ってヲ光電離過程で生じた分子イオンはしばしば解離して害そ

の構成原子または原子団とラそれらのイオン状態を形成するようになる。

　本論文は真空紫外光としてラ東京大学物性研究所軌道放射施設のシンクロトロン放射光を用いラ

光電離および光解離生成イオンの検出にマスフィルター型質量分析計を用いてヨ○。分子およびC．H。

分子の光電離過程を調べた結果の報告である。

　本論文は6章から成っており，第1章では序論ヨ第2章では分子が真空紫外光で励起される際。

どのような現象が観測さているかの概要ヲ第3章では本研究に用いられた実験装置および分子の励

起状態の理論計算の概要ヨ第4章では酸素分子についての実験結果およびその解析結果、第5章で

はアセチ1■ン分子についての実験結果およびその解析結果ヨそして第6章では総括が述べられてい

る。

　本研究においてラ著者は○。分子についてはその光電離断面積を測定すると共にラ○十イオンヘの解

離断面積を400A～700五の波長範囲において測定してヨO。分子の光解離過程を明らかにしう特に

500～600五の波長範囲にあらわれる自動電離共鳴による吸収構造がラ光解離に大きく影響している

ことを初めて明らかにした。
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　さらにC．H。分子についてはC．H。十イオン，C．H＋イオン，C。斗イオンうCH。十イオン，CH＋イオンの

それぞれの出現電圧ラおよびそれらのイオンヘの解離断面積スペクトルを初めて測定し，またC．H。十

イオンの光電離断面積スペクトル構造とラ理論計算によって得られたC．H。十イオンの励起状態との比

較を行い、スペクトル構造の同定を行っている。

審　　査　　の　　要　　旨

　著者は本論文において骨O。分子、およびC．H。分子の光電離過程に伴ってあらわれる光解離生成イ

オンを、親分子イオンを含めて，質量分析計を用いて測定しヨ光解離生成イオンの生成断面積スペ

クトルを求め、光電離および光解離についての新しい情報を得ている。特に中性分子のRydberg状態

の多くが，自動電離現象を示すこと，また自動電離共鳴が、解離過程に大きな影響を与えているこ

とを明らかにしている。特に○。分子については500～600Aの波長範囲にあらわれる自動電離共鳴構

造が言親分子イオンの生成断面積と解離生成イオンの生成断面積とで大きく異った構造を示してい

ることを初めて明らかにしている。またC．H。分子についてはラC．H。およびC．H。十イオンの励起状態

を理論計算により求めヨ実測したC．H。十イオンの生成断面積スペクトルの構造の同定に成功し、また

C．H。分子より解離して生ずる種々の解離生成イオンの生成断面積スペクトルを400～800Aの波長範

囲で初めて測定している。

　以上の測定値および解析結果はヨO。分子およびC．H。分子の光電離過程の研究に新しい知見を与

え、この分野の研究に多大の貢献をなすものとして本論文は高く評価できる。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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